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東
京
柏
会
は
令
和
５
年
７

月
８
日
（
土
）
に
前
年
に
続

く
対
面
式
の
総
会
を
東
京
・

丸
の
内
の
日
本
倶
楽
部
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
未
だ
十

分
に
収
束
し
て
い
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
と

し
て
、
今
回
も
講
演
を
中
心

に
、
酒
食
を
伴
わ
な
い
形
式

で
行
い
、
74
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
総
会
に
は
来
賓
と
し

て
４
月
に
柏
高
に
着
任
し
た

ば
か
り
の
北
岸
校
長
の
ほ
か

土
田
同
窓
会
長
、
櫻
井
市
長

に
お
見
え
い
た
だ
き
、
講
演

で
は
丸
紅
理
事
の
熊
木
毅
さ

ん（
高
28
回
）が
長
く
携
わ
っ

て
き
た
ガ
ス
・
石
油
開
発
の

経
験
を
も
と
に
「
私
の
見
た

カ
タ
ー
ル
と
ロ
シ
ア
（
ビ
ジ

ネ
ス
を
通
じ
て
）」
の
演
題

で
興
味
深
い
話
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

懇
談
の
場
で
参
加
者
は
旧
交

を
温
め
、
情
報
交
換
を
楽
し

み
ま
し
た（
総
会
の
模
様
は
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
「
東

京
柏
会
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

で
視
聴
で
き
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
下
さ
い
。）。

11
月
30
日
に
は
幹
事
会
を

開
催
し
、
令
和
６
年
度
の
総

会
の
開
催
方
針
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
で

き
れ
ば
、
新
し
い
趣
向
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
体
制
と
し
て
、

新
し
く
森
川
晃
（
高
28

回
）、
南
波
和
彦
（
高
33

回
）、
松
岡
あ
け
み
（
高

44
回
）、
高
橋
翼
（
高
58

回
）、
永
宝
千
晶
（
高
54

回
）
の
皆
さ
ん
が
幹
事

団
に
加
わ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
出
雲
崎
の
貧
し
い
農

家
の
生
ま
れ
で
す
。
兄
は
東

北
大
に
行
き
ま
し
た
が
、
私

は
新
潟
大
学
商
業
短
大
に
進

み
ま
し
た
。
体
力
に
自
信
は

あ
り
ま
し
た
が
、
高
校
時
代

は
山
に
は
縁
遠
か
っ
た
の
で

す
。
出
雲
崎
か
ら
柏
崎
ま
で

は
越
後
線
で
の
汽
車
通
だ
っ

た
の
で
、
時
間
の
や
り
く

り
も
あ
っ
て
部
活
動
は
無
理

だ
っ
た
の
で
す
。
同
短
大
入

学
後
に
よ
う
や
く
山
岳
部
に

入
り
ま
し
た
。

で
も
そ
こ
で
す
っ
か
り
山

に
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
短

大
卒
業
後
は
槍
ヶ
岳
（
長

野
・
岐
阜
県
境

三
一
八
〇

㍍
）
の
山
小
屋
に
就
職
す
る

つ
も
り
で
し
た
。
で
も
一
応

受
験
し
た
新
潟
市
の
職
員
に

採
用
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し

て
二
十
四
歳
で
、
な
ん
と
山

を
や
ら
な
い
人
と
職
場
結
婚

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
暫
く

は
仕
事
と
子
育
て
に
明
け
暮

れ
る
生
活
が
続
き
ま
し
た
。

子
供
の
手
が
離
れ
た
と
き

は
四
十
歳
台
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
山
に
も
ご
無
沙
汰
で

し
た
が
、
縁
あ
っ
て
入
会
し

た
新
潟
楽
山
会
で
多
く
の
山

仲
間
と
出
会
い
ま
し
た
。
い

く
ら
子
供
の
手
が
離
れ
た
と

い
っ
て
も
家
事
も
仕
事
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
心
配
を

し
な
い
で
山
に
行
け
た
の

は
、
同
居
し
て
い
た
義
母
が

家
事
一
切
を
や
っ
て
く
れ
た

お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
た
い

こ
と
で
し
た
。

新
潟
の
山
と
い
っ
て
も
化

穴
山
（
ば
け
あ
な
や
ま
。
新

潟
・
山
形
県
境

一
五
〇
六

㍍
）
の
よ
う
に
道
な
き
道
を

行
く
よ
う
な
山
も
あ
れ
ば
、

深
田
久
弥
の『
日
本
百
名
山
』

に
連
な
る
平
ケ
岳
（
新
潟
・

群
馬
県
境

二
一
四
〇
㍍
）、

巻
機
山
（
同
一
九
六
二
㍍
）、

谷
川
岳
（
同
一
九
六
三
㍍
）

と
い
っ
た
山
々
も
あ
り
ま

す
。
山
で
は
、
最
近
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
の
モ
デ
ル
に
な
り
脚

光
を
浴
び
た
牧
野
富
太
郎
博

士
の
名
が
つ
い
た
マ
キ
ノ
ス

ミ
レ
は
じ
め
ハ
ク
サ
ン
イ
チ

ゲ
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
タ
ニ

ウ
ツ
ギ
、
カ
タ
ク
リ
‥
四
月

か
ら
暫
く
は
花
が
楽
し
め
ま

す
。
花
の
ほ
か
に
も
カ
モ
シ

カ
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ

ル
な
ど
の
動
物
に
も
出
会
い

ま
す
。

二
〇
〇
一
年
に
そ
れ
ま
で

の
山
行
を
ま
と
め
た
『
越
後

百
山
』（
新
潟
日
報
事
業
社

刊
）
＝
写
真
①
＝
を
出
版
し

ま
し
た
。
三
刷
で
六
千
部
売

れ
ま
し
た
。
八
年
後
に
装
い

も
新
た
に
改
訂
版
を
出
し
ま

し
た
が
、
現
在
は
い
ず
れ
も

品
切
れ
な
の
だ
そ
う
で
す
。

私
は
か
ね
て
よ
り
海
外
の

高
山
に
挑
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
訓
練
の
一
環
で
富

士
山
（
山
梨
・
静
岡
県
境

三
七
七
六
㍍
）
に
は
毎
年

登
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

折
、
〇
五
年
に
日
本
山
岳
会

に
よ
る
ア
イ
ガ
ー
（
ス
イ
ス

三
九
七
〇
㍍
）
へ
の
ツ
ア
ー

の
話
が
あ
り
、
応
募
し
ま
し

た
。
女
性
は
二
人
だ
け
で
し

た
が
、
何
と
か
登
っ
て
き
ま

し
た
。

次
い
で
新
潟
の
仲
間
十
人

で
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
（
ア
フ

リ
カ

五
八
九
五
㍍
）。
更

に
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
（
ス
イ

ス
・
イ
タ
リ
ア

四
〇
〇
〇

㍍
級
の
山
群
）、エ
ル
ブ
ル
ー

ス（
ロ
シ
ア

五
六
四
二
㍍
）

…
。
今
か
ら
考
え
る
と
夢
中

で
、
よ
く
ま
あ
登
っ
た
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
二
年
に
退
職
し
ま
し
た

が
、
そ
の
記
念
に
は
南
米
の

山
へ
一
人
旅
し
ま
し
た
。
そ

の
後
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、

中
国
と
六
千
㍍
級
の
高
山
に

も
登
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

経
験
を
私
な
り
に
ま
と
め
る

と
〝
行
け
る
時
に
行
く
〟〝
山

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
山
登

り
〟
だ
と
思
い
ま
す
。
二
二

年
に
は
こ
う
し
た
海
外
で
の

山
行
記
録
を
ま
と
め
た
『
絶

景
・
世
界
の
山
歩
き
』
＝
写

真
②
＝
（
同
）
を
出
版
し
ま

し
た
。
写
真
と
エ
ッ
セ
ー
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責
・
新
潟
柏
会
）

〈
佐
藤
レ
イ
子
さ
ん
略
歴
〉

佐
藤
さ
ん
は
三
島
郡
出

雲
崎
町
生
ま
れ
。
柏
崎
高

校
か
ら
新
潟
商
業
短
大
に

進
み
山
岳
部
に
所
属
。
こ

こ
で
山
の
魅
力
に
は
ま

る
。
自
然
観
察
指
導
員
、

華
道
師
範
、
日
本
山
岳
会

会
員
、
元
公
務
員
（
現
在

日
常
生
活
支
援
員
）。

コ
ロ
ナ
が
５
月
の
連
休
明

け
に
５
類
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
２
０
２
３
年
度
は
通
常
の

形
（
総
会
・
講
演
会
・
懇
親

会
の
３
本
柱
）
で
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
の
講
演
の

講
師
に
は
縁
あ
っ
て
櫻
井
雅

浩
柏
崎
市
長
を
お
招
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
演

は
「
保
守
、
そ
し
て
進
取

－

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
：

綾
子
舞
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル

－

」
の
演
題
で
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
に

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
綾
子
舞
の
伝
承

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
、

続
い
て
柏
崎
市
地
域
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

柏
崎
あ
い・あ
ー
る
エ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社
の
取
り
組
み
な
ど

を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
後
に
は
、
柏
崎
市
役

所
の
元
気
発
信
課
課
長
か
ら

「
柏
崎
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
」

や
、
市
と
し
て
の
各
種
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

櫻
井
市
長
に
お
越
し
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

関
西
地
区
在
住
者
に
広
く
案

内
を
送
り
ま
し
た
。
結
果
、

こ
こ
最
近
で
は
一
番
多
い

18
名
の

参
加
を

得
る
こ

と
が
で

き
ま
し

た
。内
、

初
参
加

の
方
も
５
名
あ
り
大
変
和
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
に
グ
ル
ー
プ
ラ
イ

ン
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た

と
こ
ろ
11
名
の
皆
さ
ん
に

入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

帰
省
し
た
際
の
米
山
や
日
本

海
の
写
真
の
Ｕ
Ｐ
や
、
自
身

の
参
加
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
な

ど
予
想
以
上
に
情
報
が
更
新

さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
開
催
の
状
況

会
長

矢
代

隆
義
（
高
20
回
）

東京柏会 支
部
だ
よ
り

２
０
２
３
年
度
総
会
開
催

会
長

矢
代

隆
義
（
高
20
回
）

副
会
長
兼
事
務
局

山
﨑

学
（
高
37
回
）

関西柏会
新
潟
柏
会
は
令
和
五
年
七

月
一
日
（
土
）
に
新
潟
市
の

シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
、
お
よ

そ
四
十
人
が
参
加
し
た
総
会

を
開
き
ま
し
た
。
前
年
度
に

続
い
て
の
通
常
総
会
様
式

で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
溜
ま
っ
た

う
っ
憤
を
払
う
よ
う
な
に
ぎ

や
か
で
な
ご
や
か
な
懇
親
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

来
賓
に
は
本
部
か
ら
石
黒

信
行
・
副
会
長
と
四
月
に
着

任
し
た
ば
か
り
の
北
岸
信

治
・
母
校
校
長
が
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。
石
黒
副
会

長
は
困
難
を
克
服
し
て
の
新

潟
柏
会
総
会
開
催
の
意
義
を

強
調
。
ま
た
北
岸
校
長
は
校

歌
に
見
る
柏
高
の
伝
統
の
重

み
を
生
徒
、
同
窓
会
と
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と

話
し
ま
し
た
。

総
会
は
「
総
会
」「
講
演

会
」「
懇
親
会
」
の
三
部
形

式
。
講
演
は
い
つ
も
関
心
が

高
く
「（
総
会
と
）
講
演
に

参
加
希
望
」
と
い
う
会
員
も

い
ま
す
。
四
年
度
は
拉
致
被

害
者
の
蓮
池
薫
さ
ん
の
講
演

で
し
た
。
吉
川
保
前
校
長
も

「
新
潟
柏
会
総
会
で
（
蓮
池

さ
ん
の
講
演
）
拝
聴
の
機
会

を
得
た
」
と
離
任
挨
拶
（「
怒

涛
」
一
〇
三
号
）
で
語
っ
て

い
ま
す
。

今
回
の
講
演
は
、
県
内
は

も
ち
ろ
ん
、
国
内
の
各
山
岳

会
で
も
著
名
な
佐
藤
レ
イ
子

さ
ん
（
高
22
）
＝
写
真
＝
を

招
い
て
の
「
身
近
な
山
歩

き
」。
強
烈
な
体
験
談
と
絶

妙
な
話
し
ぶ
り
に
会
場
は
感

動
と
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し

た
。（
講
演
要
旨
は
別
稿
）

司
会
を
西
巻
道
寛
・
新
潟

柏
会
副
会
長
か
ら
勝
井
丈

美
・
同
副
会
長
に
交
代
し
て

の
懇
親
会
は
、
母
校
が
第
75

回
セ
ン
バ
ツ
高
校
野
球
に
出

場
し
た
時
の
話
、
初
参
加
組

の
感
想
、「
新
潟
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
協
会
」
の
立
ち
上
げ

に
関
わ
っ
た
元
新
潟
県
知

事
・
平
山
征
夫
さ
ん
の
一
席

と
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
に
続
き
通
常
総
会
開
く

会
長

山
田
　
　修
（
高
17
回
）

新潟柏会

身
近
な
山
歩
き

佐
藤
レ
イ
子
（
高
22
回
）

新潟柏会講演
（要旨）
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「
北
方
文
学
」
と
は

私
た
ち
は
柏
崎
に
本
拠
を

置
く
文
芸
同
人
雑
誌
「
北
方

文
学
」
の
同
人
で
す
。「
北

方
文
学
」
は
、
詩
・
俳
句
・

小
説
・
評
論
・
研
究
等
あ
ら

ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
網
羅
す
る

総
合
文
芸
誌
で
、
一
九
六
一

年
四
月
の
創
刊
以
来
六
三
年

の
時
を
重
ね
、
昨
年
六
月
に

第
87
号
、
十
二
月
に
第
88
号

と
、
現
在
は
年
二
回
の
ペ
ー

ス
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
柏
崎
や
新
潟
県
内

の
会
場
で
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン

ル
の
文
学
者
や
作
家
な
ど
を

招
い
た
講
演
会
や
対
談
を
定

期
的
に
主
催
・
共
催
し
て
い

ま
す
。

同
人
雑
誌
と
は
、
一
般

に
、
商
業
出
版
に
よ
ら
な
い

文
芸
や
評
論
の
雑
誌
を
指
し

ま
す
。
本
や
出
版
の
形
態
は

多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、
文

芸
同
人
雑
誌
は
全
国
に
多
く

あ
り
、
優
れ
た
書
き
手
や
作

品
を
生
み
続
け
て
い
ま
す
。

全
国
表
彰

そ
の
文
芸
同
人
雑
誌
を
束

ね
る
機
関
「
全
国
同
人
雑
誌

協
会
」
が
数
年
前
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
七
月
、
同

協
会
が
主
催
し
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
第
五
回
全
国
同
人
雑

誌
会
議
に
於
い
て
、
多
く
の

同
人
雑
誌
の
中
で
、「
北
方

文
学
」
は
50
号
以
上
継
続
同

人
雑
誌
の
表
彰
を
受
け
る
と

と
も
に
、「
同
人
雑
誌
か
ら

新
た
な
文
芸
潮
流
を
」
と
題

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
柳
沢

が
パ
ネ
ラ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

高
ま
る
評
価

近
年
、「
図
書
新
聞
」
な
ど

で
の
紹
介
、
小
説
・
評
論
作

品
の
他
誌
へ
の
転
載
や
批
評
、

同
人
の
他
誌
へ
の
執
筆
な
ど
、

「
北
方
文
学
」
は
、
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

日
本
文
藝
家
協
会
編
・
新

潮
社
発
行
『
文
藝
年
鑑
２
０

２
３
』
に
は
「
北
方
文
学
」

同
人
、
霜
田
・
柴
野
の
評
論

が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。『
文
藝
年
鑑
』
は
全
国

の
同
人
雑
誌
一
覧
を
掲
載
す

る
な
ど
同
人
雑
誌
紹
介
に
力

を
注
い
で
お
り
、
そ
こ
で
内

容
に
つ
い
て
も
詳
述
さ
れ
た

の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。

手
に
取
り
や
す
く

全
国
の
文
芸
同
人
雑
誌
の

ほ
と
ん
ど
は
会
員
や
地
元
書

店
に
と
販
路
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
北
方
文
学
」
は
柏
崎
市

内
や
新
潟
市
の
書
店
以
外
に

も
販
路
を
広
げ
、
第
87
号
か

ら
全
国
の
主
要
書
店
に
少
部

数
で
は
あ
り
ま
す
が
配
本
を

始
め
て
い
ま
す
。

紀
伊
國
屋
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
ブ

や
楽
天
ブ
ッ
ク
ス
な
ど
の

ネ
ッ
ト
書
店
で
も
購
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
北

方
文
学
87
号
」「
北
方
文
学

88
号
」
と
、
号
数
を
入
れ
て

検
索
し
て
く
だ
さ
る
と
見
つ

け
や
す
く
な
り
ま
す
。

同
窓
生
な
ら
び
に
旧
職
員

の
皆
様
の
中
に
は
す
で
に
定

期
購
読
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
同
人
の
大
き
な
励
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事

を
読
ん
で
関
心
を
持
っ
て
く

だ
さ
っ
た
全
国
の
柏
高
同
窓

生
の
皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の

機
に
「
北
方
文
学
」
を
手
に

し
、
お
読
み
い
た
だ
け
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。

書
き
手
と
し
て

「
北
方
文
学
」
に
は
現
在
、

県
内
外
に
各
世
代
に
わ
た
る

十
数
人
の
同
人
が
お
り
、詩
・

俳
句
・
小
説
・
評
論
・
研
究
・

翻
訳
等
を
書
い
て
い
ま
す
。

掲
載
ま
で
は
同
人
が
集
ま
る

二
度
の
編
集
会
議
が
あ
り
、

各
号
の
発
行
後
に
は
各
作
品

の
合
評
会
を
行
い
ま
す
。

「
北
方
文
学
」
で
は
、
原

稿
を
載
せ
た
い
方
、
同
人
に

な
り
た
い
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
各
同

人
、
ま
た
は
玄
文
社
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

玄
文
社
は
「
北
方
文
学
」

の
発
行
や
同
人
の
出
版
活
動

を
支
え
る
出
版
社
で
す
。
ブ

ロ
グ「
玄
文
社
主
人
の
書
斎
」

で
は
「
北
方
文
学
」
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
や
関
係
書
籍
等
の

情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

海
の
恵
魚
の
ア
ラ
で
作
っ
た

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
資
材
評
価
協
議
会
登
録
肥
料

株
式
会
社
柏
崎
エ
コ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

代
表
取
締
役

仁

木

　
　
　賢
（
高
17
）

取
　
締
　
役

藤

島

安

之
（
高
17
）

（
高
41
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ   （
〇
二
五
七
）
二
八―

一
〇
七
七

削
り
を
極
め
た
金
属
部
品
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社
テ
ッ
ク
長
沢

Ｔ
Ｅ
Ｌ  （
〇
二
五
七
）
二
四―

一
一
二
五

代
表
取
締
役
社
長

品

田

優

治

㈱
ラ
イ
ブ
商
事

（
高
49
）

長

澤

智

信

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
お
考
え
の
方
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

長
岡
市
幸
町
一
丁
目
三
番
一
〇
号

高

野

法

律

事

務

所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
五
八―

三
五―

四
四
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
五
八―

三
五―

四
四
七
八

辯
護
士

髙

野

毅
（
高
30
）

事
務
所

〒940-0084

令
和
五
年
年
度
の
柏
中
・

柏
高
同
窓
会
総
会
が
、
八
月

五
日（
土
）柏
崎
市
産
業
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
記
念
文
化
講
演
会

は
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
楊

順
行
氏（
高
30
回
）か
ら「
ナ

リ
ユ
キ
で
ラ
イ
タ
ー
に
な
り

ま
し
た
」
の
演
題
で
講
演
し

て
戴
き
ま
し
た
。

楊
氏
は
、
明
治
大
学
を
卒

業
後
、
一
九
八
二
年
に
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
に
入

社
。
野
球
、
相
撲
、
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
の
専
門
誌
の
編
集
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

（
現
在
は
フ
リ
ー
で
活
躍
）

高
校
野
球
に
は
春
夏
を
通

じ
て
52
季
連
続
し
て
取
材
を

続
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

特
に
印
象
深
い
の
は
、
96

年
夏
の
甲
子
園
決
勝
戦
。
延

長
11
回
裏
一
死
満
塁
で
松
山

商
業
の
右
翼
手
が
「
奇
跡
の

バ
ッ
ク
ホ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ

た
返
球
を
し
て
熊
本
工
業
の

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
阻
止
し
た

試
合
。
控
え
が
多
く
取
材
陣

に
囲
ま
れ
る
事
が
な
い
選
手

だ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
事
前

に
色
々
と
話
を
聞
く
機
会
が

あ
っ
た
。
そ
れ
が
突
然
、
優

勝
校
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
り
記

事
に
深
み
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
、
仕
込
み
が
生
き

た
事
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
紹

介
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

楊
氏
は
、
高
校
野
球
全
国

大
会
の
歴
史
も
紹
介
し
、
今

で
は
各
種
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ

れ
て
お
り
、
各
校
の
成
績
等

も
確
認
で
き
る
と
し
、
実
際

に
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
検
索
し

て
見
せ
ま
し
た
。
夏
の
甲
子

園
大
会
直
前
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
り
、
会

場
も
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

母
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
の
あ
と
、
令
和

四
年
度
総
会
は
１
６
８
名
が

出
席
。
中
村
藤
浩
当
番
幹
事

長
（
高
30
回
）
の
開
会
挨
拶

に
続
い
て
、
土
田
新
吾
同
窓

会
長
（
高
16
回
）
が
、
久
し

ぶ
り
に
各
支
部
長
、
招
待
恩

師
も
出
席
戴
け
た
事
に
感
謝

を
述
べ
た
上
で
、
少
子
化
に

伴
う
高
校
の
統
廃
合
等
環
境

の
状
況
を
憂
い
、
わ
が
母
校

が
柏
崎
刈
羽
の
中
心
校
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た

こ
と
を
再
認
識
し
、
本
日
の

会
合
の
勢
い
を
も
と
に
、
同

窓
各
位
か
ら
は
母
校
へ
の
関

心
と
応
援
を
期
待
し
た
い
と

述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
北
岸
信
治
校
長

が
、
学
校
も
コ
ロ
ナ
の
規
制

か
ら
元
に
戻
っ
た
こ
と
と
各

種
行
事
や
部
活
動
の
状
況
を

報
告
。
ま
た
高
校
の
再
編
整

備
計
画
と
令
和
八
年
翔
洋
中

等
高
の
募
集
停
止
と
柏
高
内

に
県
立
中
学
併
設
の
計
画
が

公
表
さ
れ
た
こ
と
、「
三
菱

未
来
育
成
財
団
」
か
ら
三
年

間
の
助
成
金
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し

「
生
徒
の
心
に
灯
を
つ
け
る

探
求
活
動
」
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
支
部
を
代
表
し

て
東
京
柏
会
の
矢
代
隆
義
会

長
（
高
20
回
）
が
来
賓
挨
拶

を
述
べ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
事
業
報
告
、

決
算
、
新
年
度
事
業
計
画
、

予
算
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
ほ
か
、
役
員
改
選
年
に
当

り
、
土
田
会
長
と
現
任
副
会

長
の
石
黒
信
行
（
高
21
回
）、

真
貝
維
義
（
高
23
回
）、
栗

林
淳
子
（
高
27
回
）
の
各
氏

の
留
任
と
、
新
た
に
、
杉
田

勉
（
高
29
回
）、
井
比
孝
広

（
高
35
回
）、
長
澤
智
信
（
高

49
回
）、赤
堀
洋
幸（
高
53
回
）

の
各
氏
が
副
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
久
し
ぶ
り
に
招

待
恩
師
四
名
の
ご
臨
席
を
賜

り
お
話
し
を
頂
戴
し
ま
し

た
。そ

れ
ぞ
れ
、
赴
任
時
の
社

会
状
況
や
母
校
の
伝
統
の
重

さ
、
生
徒
の
活
動
と
教
師
の

動
き
、
母
校
へ
の
熱
い
思
い

等
、
予
め
お
願
い
し
た
時
間

で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
様
々

な
お
話
し
を
披
露
し
て
戴
き

ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
関
西
柏
会
中

山
眞
会
長（
高
20
回
）の
乾
杯

に
は
じ
ま
り
、歓
談
の
あ
と
、

校
歌
斉
唱
と
、
新
潟
柏
会
山

田
修
会
長
（
高
17
回
）
の
発

声
に
よ
る「
ヨ
イ
シ
ョ
三
唱
」

で
締
め
く
く
ら
れ
、
盛
会
裡

に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

「
柏
崎
郷
土
物
語
」
及

び「
頑
張
れ
！
同
窓
生
」

は
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
休
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

お知らせ

ナ
リ
ユ
キ
で

ラ
イ
タ
ー
に
な
り
ま
し
た

記 念
文化講演会 ナ

リ
ユ
キ
で

ナ
リ
ユ
キ
で

ラ
イ
タ
ー
に
な
り
ま
し
た

文化講演会 ナ
リ
ユ
キ
で

ラ
イ
タ
ー
に
な
り
ま
し
た

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー

楊

順
行
氏
（
高
30
回
）

令和５年度同窓会総会の報告

…
…
…
…
…
…
…
…
…

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
パ
ネ

ラ
ー
を
務
め
る
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選任された新役員の皆様

詩
歌

魚
家
明
子

夏
の
幻
想

ノッ
ク
す
る

館

路
子

霊
地
た
る
山
に
居
て
風
と
別
れ
る

鈴
木
良
一�

�

断
片
的
な
も
の
の
詩
学
―
２

�
�

「
ロ
シ
ア
か
ら
即
興
の
風
が
吹
い
て
く
る
５
」

徳
間
佳
信

諏
訪
行

評
論

霜
田
文
子�

�「
内
な
る
差
別
」
を
見
つ
め
て

�
�

―
津
島
佑
子
「
狩
り
の
時
代
」
を
読
み
な
が
ら
―

海
津
澄
子�

�

身
に
つ
ま
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、

�
�

語
ら
れ
た
物
語
を
受
け
取
る
こ
と

鎌
田
陵
人�

�

完
全
に
姿
を
消
す
方
法
―
レ
デ
ィ
オ
ヘッ
ド
試
論
―

榎
本
宗
俊

「
西
行
」
異
論

徳
間
佳
信�

�「
希
望
」
の
語
り
方
―
張
惠
雯
「
街
頭
の
小
景
」
か
ら
―

坂
巻
裕
三

荷
風
と
二
人
の
淳

Ⅰ

柴
野
毅
実�

�

青
木
由
弥
子
『
伊
東
静
雄
―
戦
時
下
の
抒
情
』
を
読
む

福
原
国
郎�

�

三
五
兵
衛
駕
籠
訴
―
越
後
国
村
上
領
百
姓
濫
訴
の
事
―

高

鵬
飛�

�

古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
竹
簡
と
家
族
へ
の
手
紙

�
�

―
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
』
を
め
ぐ
り
―

小
説

板
坂

剛

偏
帰
行

柳
沢
さ
う
び
書
肆
海
水
と
夜
光
貝
の
函
（
１
）
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